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多くの人で賑わう西日本菊花大会（神門前）

宗

第
三
十
二
回
西
日
本
菊
花
大
会
閉
幕

内
閣
総
理
大
臣
賞
に
北
九
州
市
の
池
田
昭
氏

西
日
本
最
大
の
菊
花
の
祭
典
、
第

三
士
―
＿
回
西
日
本
菊
花
大
会
【
主
催

I
I

宗
像
大
社
菊
花
会
（
会
長

1
1

高
島
雪
茂
）
．

玄
海
観
光
協
会
（
会
長
1
1
吉
武
邦
彦
）
、

後
援
1
1
福
岡
県
他
】
が
、
先
月
二
十
三

日
盛
大
裡
に
閉
硲
し
た
。

大
会
開
催
に
あ
た
り
宗
像
地
区
商

工
会
青
年
部
、
宗
像
大
社
菊
花
会
有

志
の
御
奉
仕
に
よ
り
、
展
示
用
の
ハ

ウ
ス
を
設
営
。
ま
た
協
贄
会
社
各
社

の
ト
ラ
ッ
ク
で
、
南
は
鹿
児
島
、
西

は
長
崎
、
東
は
山
口
ま
で
九
州
各
県

の
菊
花
愛
好
家
が
丹
精
込
め
た
菊
を

搬
入
し
、
宗
像
冑
年
会
議
所
の
協
力

の
も
と
展
示
し
た
。

特
に
、
毎
年
特
別
展
示
さ
れ
て
い

る
地
元
玄
海
小
学
生
の
出
品
菊
は
、

今
年
か
ら
五
・
六
年
生
の
大
輪
に
加
え

三
四
年
生
も
小
菊
を
制
作
し
、
一
人

一
人
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
つ
け
、
可
愛

ら
し
く
展
示
さ
れ
た
。

大
会
審
査
は
十
月
三
十
一
日
、
福

岡
県
股
業
試
験
場
園
芸
研
究
所
野
菜

花
き
部
長
中
村
新
一
氏
を
審
査

長
と
し
て
、
総
勢
六
名
で
行
わ
れ
た
。

出
品
は
大
輪
・
盆
栽
．
懸
崖
•
特
作
・
九
州

山
口
各
県
対
抗
大
輪
福
助
特
別
競
技

12月祭事暦

〇毎月 1 • 15日月次祭
午前10時
高宮祭
第二宮•第三宮祭

午前11 時
象怠社祭

の
五
部
門
に
分
か
れ
、
各
々
非
常
に

厳
し
い
出
品
基
準
、
審
査
基
準
に
よ

り
作
品
の
競
技
が
な
さ
れ
、
今
年
も

優
秀
な
出
品
花
が
多
か
っ
た
為
、
優

劣
つ
け
難
く
審
査
は
困
難
を
極
め
た
。

総
評
と
し
て
「
今
年
は
近
年
に
な
い

冷
夏
と
な
っ
た
為
、
日
照
不
足
よ
る

開
花
遅
れ
の
影
密
が
み
ら
れ
、
大
会

審
査
時
に
は
ど
の
菊
も
例
年
よ
り
開

花
が
若
干
遅
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の

中
で
も
大
臣
戯
（
上
位
十
二
作
品
）
受
裳

花
は
、
色
彩
・
調
和
・
盆
捉
と
も
例
年

以
上
の
出
来
栄
え
で
あ
っ
た
」
と
の
発

表
が
な
さ
れ
た
。

塙
内
で
は
、
う
ど
ん
•
そ
ば
、
ビ
ー
ル

に
地
酒
、
サ
ザ
エ
の
つ
ぼ
焼
き
、
イ
カ
焼

き
な
ど
宗
像
の
特
産
品
を
販
売
す
る
ニ

服
茶
屋
」
が
玄
海
観
光
協
会
に
よ
っ
て

設
置
さ
れ
、
菊
花
会
に
よ
る
苗
売
場
、

お
茶
席
・
菊
み
く
じ
と
共
に
、
平
日
で

も
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

ま
た
今
年
か
ら
夜
菊
も
観
裳
出
来

る
よ
う
に
と
、
玄
海
観
光
協
会
が
中

心
と
な
り
日
没
か
ら
午
後
九
時
ま
で
、

心
字
池
周
辺
を
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、
夜
訪
れ
る
観

菊
者
も
魅
了
し
た
。

012月 14日
古式祭午前 6時
御座午前 6時30分
鎮火祭午前10時

012月 19日午前11 時
松尾神社祭

012月 23 日
天長祭

午前11 時

012月 31 日午後3時
大祓式・除夜祭

本
年
の
十
一
月
も
宗
像
大
社
の
塙
内
は

西
日
本
菊
花
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
名

人
達
の
優
美
な
作
品
が
晟
示
さ
れ
て
い
る
。

大
輪
・
懸
崖
盆
栽
と
基
本
的
な
部
門
に

分
か
れ
技
を
競
う
大
会
で
あ
る
が
、
特
に

盆
栽
部
門
は
仕
立
て
方
に
日
本
古
来
の
盆

栽
道
と
い
う
限
り
な
い
芸
術
性
の
追
求
と

い
う
重
い
ル
ー
ル
に
則
り
作
出
出
品
す
る

大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
本
来
草
花
で
あ
る

キ
ク
を
風
雅
な
古
木
の
樹
姿
に
す
る
こ
と

に
研
究
の
禎
み
重
ね
が
あ
る
。

近
年
こ
の
よ
う
な
菊
盆
栽
作
り
に
お
い

て
新
た
な
諭
争
が
全
国
的
に
起
こ
っ
て
い

る
。
恨
上
り
の
木
付
・
岩
付
仕
立
て
へ
の

新
素
材
の
瞬
入
の
可
否
で
あ
る
。
従
来
、

木
付
用
の
素
材
は
深
山
に
分
け
入
り
木
の

恨
を
掘
り
起
こ
し
細
工
を
加
え
、
又
岩
付

は
岩
石
に
ノ
ミ
を
入
れ
彫
刻
し
大
自
然
を

凝
縮
し
た
断
崖
絶
壁
を
作
り
出
す
。
他
方

は
新
素
材
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
細
工
・

彩
色
し
深
山
幽
谷
を
表
現
す
る
。
盆
栽
道

を
一
途
に
探
求
し
て
来
た
ベ
テ
ラ
ン
の
作

者
に
し
て
は
こ
の
新
素
材
作
り
が
邪
道
に

思
わ
れ
堪
ら
な
い
と
言
う
。
一
方
新
素
材

派
は
古
い
伝
統
の
中
に
新
た
な
技
術
を
入

れ
る
こ
と
が
発
晟
に
つ
な
が
る
と
主
張
す

る
。
し
ば
ら
く
は
両
者
の
せ
め
ぎ
合
い
が

続
く
で
あ
ろ
う
。

近
頃
様
々
な
分
野
で
似
た
よ
う
な
諭
争

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
伝
統
と
靡
史
の

継
続
の
あ
り
方
に
つ
い
て
日
本
人
は
裏
剣

に
考
え
る
べ
き
時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
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ｷ
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賞臣大理総閣内の

績
m
？
年

i
丑
｀
＂
，
今

各
賞
、
受
賞
者
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）

内
問
総
理
大
臣
賞
池
田
昭
（
八
幡
西
区
）

農
林
水
産
大
臣
宜
田
中
昭
治
（
前
原
市
）

文
部
科
学
大
臣
貨
高
地
茂
敏
（
福
岡
市
）

総
務
大
臣
賞
冨
金
原
正
史
（
宗
像
市
）

法
務
大
臣
賞
鳥
巣
敬
次
（
八
女
市
）

外
務
大
臣
賞
家
宇
治
常
規
（
前
原
市
）

財
務
大
臣
賞
桜
木
為
生
（
田
川
市
）

厚
生
労
働
大
臣
賞
訟
越
順
一
天
野
城
市
）

経
済
産
業
大
臣
宜
石
橋
善
治
（
福
岡
市
）

国
土
交
通
大
臣
賞
籾
井
弘
巳
（
嘉
穂
郡
）

環
坦
大
臣
賞
時
田
義
光
（
鳥
栖
市
）

内
問
官
房
最
官
宜
松
尾
常
喜
（
大
野
城
市
）

防
衛
庁
最
官
賞
三
口
澄
夫
（
宗
像
市
）

衆
議
院
議
員
山
崎
拓
賞
田
畑
実
志
（
八
幡
東
区
）

衆
議
院
議
員
渡
辺
具
能
賞
中
尾
利
夫
（
小
倉
南
区
）

宗
像
大
社
宮
司
宜

絋
越
順
一
（
大
野
城
市
）
小
森
一
平
（
門
司
区
）

佃
俊
美
（
田
川
郡
）
馬
場
園
馨
（
宗
像
市
）

九
州
農
政
局
最
賞
木
下
み
つ
子
（
大
野
城
市
）

禍
岡
県
知
事
賞

生
武
静
男
（
鳥
栖
市
）
浜
田
豊
子
（
粕
屋
町
）

赤
金
国
弘
（
田
川
郡
）
籾
井
藤
子
（
嘉
穂
郡
）

佐
賀
県
知
事
賞
生
武
和
子
（
鳥
栖
市
）

熊
本
県
知
事
賞
境
正
（
宇
土
市
）

最
崎
県
知
事
賞
馬
場
正
晴
（
長
崎
県
）

描
岡
県
議
会
議
長
賞

松
尾
常
喜
（
大
野
城
市
）
犬
童
重
光
（
八
幡
西
区
） 石

田
進
（
直
方
市
）
木
下
み
つ
子
天
野
城
市
）

禍
岡
県
町
村
会
長
貨

成
田
カ
オ
ル
（
水
巻
町
）
内
田
雲
一
（
甘
木
市
）

籾
井
弘
巳
（
嘉
穂
郡
）
御
田
良
知
（
太
宰
府
市
）

禍
岡
県
町
村
議
会
議
畏
会
最
宜

坂
本
栄
（
中
問
市
）
松
野
正
徳
（
小
倉
南
区
）

平
島
清
（
山
田
市
）
石
原
睦
生
（
都
城
市
）

福
岡
県
教
育
委
員
会
賞

時
田
義
光
（
鳥
柄
市
）
坪
恨
弥
一
（
小
倉
南
区
）

林
長
四
郎
（
直
方
市
）
重
光
由
紀
子
（
宗
像
市
）

全
日
本
菊
花
連
盟
賞

宮
地
隆
治
（
武
雄
市
）
倉
田
征
喜
（
大
野
城
市
）

九
州
・
山
口
花
弁
園
芸
連
絡
協
議
会
長
賞

天
本
吉
明
（
鳥
栖
市
）
野
村
義
光
（
田
川
市
）

古
川
清
茂
（
佐
賀
県
）
千
々
和
正
信
（
八
幡
西
区
）

九
州
花
弁
卸
売
市
場
連
合
会
長
賞

宮
野
克
己
（
朝
倉
郡
）
野
中
昭
夫
（
佐
撰
県
）

真
崎
憲
（
宗
像
市
）
山
口
勝
喜
（
佐
賀
県
）

禍
岡
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
長
賞

保
田
直
宏
（
京
都
郡
）
田
中
正
一
（
甘
木
市
）

上
野
幸
隆
（
宗
像
市
）
石
原
睦
生
（
宮
崎
市
）

（
社
）
描
岡
県
観
光
連
盟
会
長
賞

石
橋
善
治
（
福
岡
市
）
田
中
正
美
（
甘
木
市
）

永
田
ツ
ル
ミ
（
宗
像
市
）
妹
川
尚
生
（
佐
賀
県
）

幅
岡
股
林
事
務
所
賞

盆
田
征
喜
（
大
野
城
市
）
竹
之
内
忍
（
行
橋
市
）

千
々
和
正
信
（
八
幡
西
区
）
塩
井
朝
人
（
八
幡
東
区
）

幅
岡
県
中
小
企
業
経
営
者
協
会
最
宜

江
田
常
夫
（
福
岡
市
）
野
林
伸
二
（
大
牟
田
市
）

野
中
昭
夫
（
佐
四
県
）
生
武
静
男
（
鳥
栖
市
）

幅
岡
産
業
振
興
協
議
会
最
賞

境
正
（
宇
土
市
）
占
部
正
彦
（
宗
像
市
）

宮
原
八
朗
（
甘
木
市
）
川
崎
新
一
（
宮
崎
県
）

九
州
旅
客
鉄
道
（
株
）
賞

陶
山
正
利
（
太
宰
府
市
）
野
村
義
光
（
田
川
市
）

描
岡
県
花
弁
園
芸
連
合
会
長
貨

丹
下
民
平
（
戸
畑
区
）
花
田
憲
一
（
若
松
区
）

佐
藤
秀
俊
（
行
橋
市
）
安
田
剛
（
鹿
児
島
県
）

幅
岡
県
花
弁
市
場
協
議
会
最
賞

石
丸
五
年
（
鳥
栖
市
）
池
上
福
元
静
男
（
門
司
区
）

深
川
ユ
キ
子
（
小
倉
南
区
）
中
江
良
江
（
宗
像
市
）

粕
屋
地
区
市
町
最
協
議
会
長
賞

塩
井
朝
人
（
八
幡
束
区
）
中
垣
静
夫
（
三
井
郡
）

大
畑
厳
（
小
倉
南
区
）
渕
上
武
俊
（
佐
傑
県
）

遠
賀
郡
町
畏
会
々
長
賞

高
椋
良
和
（
迪
沢
町
）
山
根
正
雄
（
戸
畑
区
）

宗
像
郡
町
村
畏
会
会
畏
貨

妹
川
尚
生
（
佐
鉗
県
）
岸
本
敏
彦
（
若
松
区
）

小
林
利
美
（
鹿
児
島
県
）
竹
下
チ
ワ
（
宮
崎
市
）

宗
像
郡
町
村
議
艮
会
会
長
賞

関
本
和
代
（
嘉
穂
郡
）
園
田
秋
博
（
宇
土
市
）

村
上
和
夫
（
大
野
城
市
）

遠
賀
町
最
貨

要
博
文
（
遠
賀
町
）
波
多
野
松
男
（
八
幡
西
区
）

芦
屋
町
長
賞

下
村
迎
（
迪
質
町
）
松
尾
勇
（
佐
世
保
市
）

水
巻
町
最
貨

許
斐
保
（
飯
塚
市
）
栗
田
義
信
（
鞍
手
郡
）

古
質
市
長
賞

高
山
健
次
（
嘉
穂
郡
）
大
塚
孝
二
（
大
分
市
）

宗
像
市
最
宜

宮
本
正
（
宗
像
市
）
西
山
時
秋
（
門
司
区
）

田
中
正
一
（
甘
木
市
）
御
田
良
知
（
太
宰
府
市
）

津
屋
崎
町
最
宜

寺
下
政
国
（
烏
栖
市
）
井
手
直
義
（
太
宰
府
市
）

描
皿
町
長
宜

山
口
義
宜
（
八
幡
西
区
）
見
崎
久
義
（
大
分
市
）

大
島
村
々
畏
賞

田
代
定
（
飯
塚
市
）
山
領
松
行
（
佐
賀
県
）

宗
像
市
議
会
議
最
賞

田
中
祐
成
（
佐
世
保
市
）
瀬
里
土
雄
（
大
野
城
市
）

安
田
剛
（
廊
児
島
眼
）
安
部
由
夫
（
大
分
市
）

宗
像
市
教
育
委
員
会

富
金
原
初
野
（
宗
像
市
）
宮
野
克
己
（
大
野
城
市
）

松
内
英
明
（
宇
土
市
）
古
川
美
代
子
（
小
倉
南
区
）

玄
洵
観
光
協
会
賞

石
丸
五
年
（
烏
栖
市
）
永
田
ツ
ル
ミ
（
宗
像
市
）

宗
像
大
社
菊
花
会
最
宜

井
手
直
義
（
太
宰
府
市
）
岡
田
禎
子
天
野
城
市
）

宗
像
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
宗
像
市
）

宗
像
此
業
協
同
組
合
最
貨

一
世
勝
幸
（
大
村
市
）
伊
藤
康
雄
（
大
野
城
市
）

宮
原
善
枝
（
宗
像
市
）
鈴
木
輝
夫
（
小
倉
北
区
）

宗
像
地
区
商
工
連
長
貨
石
田
桂
子
（
宗
像
市
）

律
屋
崎
町
商
工
会
々
長
賞
寺
下
政
国
（
烏
栖
市
）

宗
像
市
商
工
会
々
長
賞
広
末
啓
子
（
宗
像
市
）

福
間
町
商
工
会
々
長
賞
下
村
連
（
遠
賀
町
）

玄
海
町
商
工
会
々
良
賞
緒
方
慶
子
（
大
野
城
市
）

大
島
村
商
工
会
々
最
賞
加
藤
重
翌
大
分
市
）

宗
像
大
社
氏
子
会
会
長
賞

下
田
一
義
（
宇
土
市
）
花
田
憲
一
（
若
松
区
）

園
田
秋
博
（
宇
土
市
）

宗
像
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ
会
長
賞

堀
川
栄
（
宇
土
市
）
岸
本
敏
彦
（
若
松
区
）

安
達
廂
二
（
太
宰
府
市
）
上
田
学
（
小
盆
南
区
）

宗
像
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ
会
長
賞

松
内
英
明
（
宇
土
市
）
関
本
紘
一
郎
（
嘉
穂
郡
）

林
長
四
郎
（
瞑
方
市
）
堀
川
栄
（
宇
土
市
）

玄
海
ホ
テ
ル
旅
館
組
合
長
賞

一
世
静
子
（
大
村
市
）
安
永
儀
三
郎
（
若
松
区
）

宗
像
青
年
会
議
所
賞

中
垣
静
夫
（
三
井
郡
）
仰
木
保
（
中
間
市
）

熊
健
三
（
宗
像
市
）
大
庭
笑
子
（
鞍
手
郡
）

宗
像
地
区
商
工
会
青
年
部
長
貨

緒
方
迪
吉
（
宇
土
市
）
高
椋
良
和
（
遠
披
郡
）

堤
男
孝
（
佐
世
保
市
）
松
尾
正
勝
（
直
方
市
）

ヨ
シ
カ
ネ
特
別
宜
竹
下
次
男
（
宮
崎
市
）

中
原
ガ
ー
デ
ン
賞

堤
男
孝
（
佐
世
保
市
）
後
藤
勝
司
（
大
分
市
）

立
花
消
一
郎
（
若
松
区
）
岩
川
健
一
（
若
松
区
）

（
株
）
サ
カ
タ
の
タ
ネ
宜

大
坪
常
磁
（
佐
世
保
市
）
波
多
野
松
男
（
八
幡
西
区
）

高
山
健
次
（
嘉
穂
郡
）
栗
田
義
信
（
鞍
手
郡
）

（
有
）
マ
ル
ク
小
泉
商
事
賞

田
代
定
（
飯
塚
市
）
綱
脇
倉
子
（
宗
像
市
）

特
別
奉
納

高
烏
雪
茂
（
遠
賀
町
）
竹
内
雪
豊
（
小
倉
南
区
）

古
波
蔵
正
忠
（
八
幡
西
区
）
栗
田
義
信
（
鞍
手
郡
）

重
複
奉
納
作
品

松
尾
常
蔓
大
野
城
市
）
妹
川
尚
生
（
基
山
町
）

寺
下
政
国
（
鳥
栖
市
）

宗
像
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

森
弘
喜
、
武
田
重
矩
、
吉
田
睦
夫
、
林
正
博
、
石
川

ー・•一 ヽ・・・―—• `‘•— 
、;:c,-~.

;.. • ·• C. ,sヽ~... 
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`` ーよ‘ ·— 
;.. -ｷ •テ．？rf、ヽ：，．企．、 C ．
｀ー·

c-..... 

．｀．．ヽ＼

に．．．・ン．． . . 

9
9
 

'̀ 
`‘ 

苓

玄海小学校の生徒たちの出品菊

\ 

宗像の特産品を販売した「一服茶屋」

定
典
、
永
島
加
代
子
、
春
日
野
佳
子
、
半
田
茂
之

宗
像
菊
友
会

馬
場
園
馨
、
石
田
桂
子
、
上
野
幸
隆
、
網
脇
倉
子
、
冨

金
原
正
史
、
冨
金
原
初
野
、
重
光
由
紀
子
、
真
崎
憲
、

三
口
澄
夫
、
永
田
ツ
ル
ミ
、
宮
本
正
、
熊
本
健
―
―
-
、
広

末
啓
子
、
中
江
良
枝
、
占
部
正
彦
、
宮
原
善
枝

九
州
・
山
口
各
眼
対
抗
大
輸
福
助
特
別
競
技

本
年
度
優
勝

（
佐
賀
県
）
宮
地
隆
治
、
山
口
勝
喜
、
古
川
消
茂
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去
る
十
月
十
七
日
、
当
大
社
秋
季
恒

例
の
献
茶
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

こ
の
献
茶
祭
は
、
伊
勢
の
神
宮
最
重

祭
儀
「
神
嘗
祭
」
当
日
祭
に
合
わ
せ
、
毎

年
表
千
家
家
元
直
々
の
奉
仕
に
よ
り
斎

行
さ
れ
て
い
る
。

茶
の
道
を
志
す
者
に
と
っ
て
は
家
元

の
御
点
前
を
拝
観
す
る
こ
と
が
で
き
る

待
望
の
行
事
で
、
今
年
で
四
十
回
目
を

迎
え
る
こ
の
祭
典
は
、
昭
和
三
十
七
年

当
時
の
宗
像
大
社
復
興
期
成
会
々
長
、

故
出
光
佐
三
氏
の
御
尽
力
に
よ
り
実
現

し
た
も
の
で
以
来
、
出
光
興
産
株
式
会

社
奉
納
の
も
と
恒
例
と
な
っ
て
い
る
。

祭
典
当
日
は
小
春
日
和
の
天
候
に
恵
ま

れ
、
早
朝
よ
り
県
内
は
も
と
よ
り
山
ロ
・
九

州
各
県
の
同
門
会
々
員
を
は
じ
め
茶
道
に

勤
し
む
人
々
が
続
々
と
参
集
し
、
塙
内
に

は
和
服
姿
の
女
性
達
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。

定
刻
十
一
時
、
一
鼓
を
合
図
に
奉
仕

じ
み
ょ
う
さ
い
せ
ん
の
そ
う
さ
そ
う

神
職
、
表
千
家
々
元
而
妙
斎
千
宗
左
宗

匠
以
下
介
添
役
の
家
元
関
係
者
、
出
光

興
産
株
式
会
社
出
光
昭
介
名
誉
会
長
他

役
員
は
祓
舎
に
て
お
祓
い
を
受
け
本
殿

へ
と
参
進
し
、
そ
れ
ぞ
れ
所
定
の
座
に

着
座
す
る
と
献
茶
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

祭
典
は
、
斎
主
が
祝
詞
を
奏
上
、
続

い
て
献
茶
の
儀
が
執
り
行
わ
れ
た
。
家

元
は
拝
殿
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
風
炉
前

に
端
座
し
、
切
柄
杓
の
手
許
違
わ
ず
、

淀
み
な
い
清
ら
か
な
御
点
前
が
披
露
さ

荼
道
と
は

元
来
、
お
茶
の
文
化
は
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
我
か
国
で
は
お
茶
を
た
だ
単
に

飲
ん
だ
り
、
喫
し
た
り
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
の
心
・
精
神
の
向
上
を
は
か
る
も
の
、
す
な
わ
ち

茶
の
湯
の
道
「
茶
道
」
と
し
て
確
立
さ
れ
た
。

じ
ゅ
こ
う
じ
ょ
う
お
う

室
町
期
、
村
田
珠
光
に
よ
り
茶
道
は
産
声
を
上
げ
、
竹
野
紹
鴎
を
経
て
千
利
休
に
到
る
。
利
休

は
禅
の
精
神
を
取
り
入
れ
、
簡
素
・
和
敬
静
寂
を
本
体
と
す
る
咤
茶
を
広
め
大
成
す
る
。

そ
し
て
、
利
休
の
子
孫
が
表
千
家
、
衷
千
家
、
武
者
小
路
千
家
の
三
家
に
分
か
れ
て
今
に
伝
わ

リ
、
お
茶
は
、
人
の
心
を
映
し
出
す
美
徳
、
美
意
識
、
審
美
眼
、
人
と
の
交
流
と
心
の
触
れ
合

い
、
交
際
に
お
け
る
主
・
客
の
思
い
や
り
と
感
謝
の
気
持
ち
等
々
そ
の
様
な
和
の
心
を
「
茶
の
心
」

と
し
て
大
切
に
育
ん
で
来
た
日
本
固
有
の
文
化
遺
産
と
な
っ
て
い
る
。

尚
献
茶
と
は
神
仏
に
お
茶
を
奉
る
行
為
を
指
し
、
風
習
の
中
に
、
家
の
神
棚
、
祖
霊
舎
、
仏

環
等
に
毎
朝
一
番
茶
を
差
し
上
げ
る
お
茶
も
同
様
で
あ
る
が
、
茶
の
道
に
携
わ
る
人
の
間
で
は
、

点
前
を
し
て
威
儀
を
正
し
て
神
社
・
仏
閣
に
献
上
す
る
儀
式
の
こ
と
を
言
う
。
御
神
前
に
は
献
茶
、

御
仏
前
に
は
供
茶
と
区
別
さ
れ
る
。

表
千
家
家
元
奉
付

献
茶
祭
斎
行

れ
、
点
て
ら
れ
た
濃
茶
・
薄
茶
の
二
服

が
神
職
の
手
に
よ
り
神
前
に
奉
献
さ
れ

こ
。t
 献

茶
の
儀
の
後
、
斎
主
、
家
元
、
出

光
名
誉
会
長
、
同
門
会
代
表
が
各
々
玉

串
拝
礼
を
行
い
一
時
間
余
に
及
ぶ
本
年

の
献
茶
祭
も
無
事
終
了
し
た
。

古
式
祭
の
御
案
内

八
0
0
年
の
伝
統
を
も
つ
、
宗
像

こ
し
き
さ
い

地
方
の
特
殊
神
事
「
古
式
祭
」
が
左
記

日
程
で
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
振
る
っ

て
御
参
列
下
さ
い
。

十
二
月
十
四
旦
旦

午
前
六
時S

会
場
宗
像
大
社
本
殿

お
ざ
御
座
午
前
六
時
三

0
分
s

一
番
座

（
一
番
座
1
1
五

0
名
づ
つ
、
五
番
座
ま
で
）

会
場
宗
像
大
社
清
明
殿

御
座
料
一
人
1
1
-
、0
0
0
円

御
座
券
は
当
日
午
前
六
時5
販
売
致

し
ま
す
。
（
例
年
午
前
五
時
三
0
分

位
か
ら
多
く
の
方
が
並
び
始
め
ま
す
。
）

古
式
祭
と
は
、
神
職
．
氏
子
・
崇
敬

者
全
て
の
民
が
、
宗
像
三
柱
大
神
様

の
神
恩
に
感
謝
し
て
「
御
座
」
を
開
き
、

御
神
前
に
そ
の
年
収
穫
さ
れ
た
も
の

で
作
っ
た
食
事
を
神
様
と
共
に
い
た

だ
く
「
神
人
和
楽
」
の
集
い
で
す
。

こ
の
「
御
座
」
で
は
蜜
柑
の
原
種
で

あ
る
「
九
年
母
」
、
宗
像
市
江
口
の
浜

祭日

典時

\ 

古式祭の様子

献
茶
祭
終
了
後
、
参
列
者
は
儀
式
殿

に
設
け
ら
れ
た
出
光
席
、
又
斎
館
に
設

け
ら
れ
た
同
門
会
席
の
副
席
へ
交
互
に

参
席
し
、
茶
席
に
掏
げ
ら
れ
た
掛
軸
や

茶
道
具
の
逸
品
を
鑑
賞
し
な
が
ら
お
茶

を
戴
き
「
佗
び
・
寂
び
」
の
境
地
に
浸
り
、

至
福
の
一
刻
を
楽
し
ん
だ
。

で
こ
の
時
期
し
か
採
取
出
来
な
い
「
ゲ

バ
サ
藻
」
、
ス
ボ
（
稲
穂
の
姦
）
を
挿

し
た
ご
飯
な
ど
、
現
代
で
は
な
か

な
か
口
に
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
、

珍
し
い
お
膳
が
準
備
さ
れ
ま
す
。

ま
た
会
食
後
は
、
翁
面
・
神
盃
．

御
札
な
ど
が
授
与
さ
れ
る
「
福
引
き
」

も
行
わ
れ
ま
す
。

例
年
、
一
座
1
1
五
0
名
で
五
番
座
ま

で
、
約
二
五0
名
の
方
が
参
列
さ
れ
ま
す
。
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今年は約70名の方々が参加されました

三
士
一
回
目
を
迎
え
た
宗
像
大
社
献

詠
短
歌
大
会
（
主
催
1
1
宗
像
大
社
歌
会
、

後
援
1
1

毎
日
新
聞
社
）
が
十
一
月
十
六
日

亘
午
前
十
時
か
ら
当
大
社
清
明
殿
で

開
催
さ
れ
た
。

こ
の
短
歌
大
会
の
特
色
は
、
献
詠
（
詠

草
を
宗
像
大
社
御
神
前
に
奉
納
）
し
な
が

ら
、
伝
統
文
化
を
護
持
し
て
い
る
た
め
、

他
の
短
歌
大
会
と
違
い
当
日
の
参
加
が

受
賞
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

当
日
は
前
日
の
雨
も
止
み
快
晴
と
な

り
、
七
五
三
詣
、
観
菊
者
で
参
道
は
溢

れ
変
え
る
中
、
約
七
十
名
の
参
加
が
あ

っ
た
。

先
ず
、
今
回
事
務
局
に
寄
せ
ら
れ
た

参
加
者
直
筆
の
詠
草
『
一
五
七
首
』
を
御

高向権宮司から表彰される勝原た力子·さん

神
前
に
捧
げ
る
神
事
を
行
い
、
参
加
者

は
神
妙
な
面
持
ち
で
臨
ん
だ
。
そ
し
て

当
大
社
高
向
権
宮
司
が
こ
の
短
歌
大
会

の
歴
史
を
交
え
た
挨
拶
を
し
、
毎
年
参
加

者
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
講
演
に
入
っ
た
。

今
年
は
福
岡
県
歌
人
会
副
会
長
を
務

め
ら
れ
て
い
る
青
木
昭
子
先
生
を
、
糸

島
郡
二
丈
町
か
ら
お
招
き
し
「
心
に
ぴ

ら
く
年
々
の
花
」
と
題
し
て
行
っ
た
。

西
行
・
高
浜
虚
子
本
居
宣
長
ら
歴
史

上
の
人
物
、
高
野
公
彦
（
コ
ス
モ
ス
短
歌

会
選
者
）
、
山
埜
井
喜
美
枝
（
福
岡
）
、
安

永
蕗
子
（
熊
本
）
、
伊
藤
一
彦
（
宮
崎
）
ら
現

代
短
歌
を
代
表
す
る
歌
人
ら
の
花
に
関

す
る
歌
を
取
り
上
げ
、
『
四
季
の
花
・
心
の

花
・
身
体
の
花
』
に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
を

第
三
十
苗
宗
像
大
社
献
詠
短
歌
大
会

特別賞受賞者。右から上位5名

交
え
な
が
ら
、
一
同
楽
し
く
勉
強
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

入
選
歌
並
び
に
各
賞
受
嘗
者
は
次
の

通
り
（
敬
称
略
）

〈
特
別
賞
〉

描
岡
県
知
事
賞

勝
原
た
か
子
（
中
間
市
）

つ
き
か
げ
月
光
の
夜
は
し
ろ
が
ね
に
照
る
ら
む
か
峡

び
と
而
に
商
麦
の
花
咲
く

宗
像
市
民
賞

永
富
辣
（
宗
像
市
）

神
木
の
楢
に
朝
日
は
百
千
の
光
の
征
矢
と
な
り
て

射
し
ゐ
つ

幅
岡
県
教
育
委
員
会
賞

小
田
イ
セ
（
宗
像
市
）

神
苑
に
照
り
初
む
朝
日
の
か
が
や
き
に
白
衣
の
巫

女
の
姿
浮
き
立
つ

宗
像
大
社
宮
司
賞

木
梨
菅
子
（
福
岡
市
）

よ
夜
ぼ
漁
り
す
る
漁
夫
が
無
線
に
交
わ
し
お
り
博

多
中
洲
の
飲
屋
の
は
な
し

毎
日
新
皿
社
特
別
賞

石
田
こ
ま
よ
（
遠
質
郡
岡
垣
町
）

大
陸
に
埋
め
し
吾
が
子
の
便
り
だ
と
姻
は
愛
し
く

黄
砂
に
触
れ
る

宗
像
大
社
歌
会
の
藤
井
浩
子
さ
ん

福
岡
市
総
合
短
歌
大
会
で

福
岡
歌
人
会
賞
に
輝
く

〈
選
者
賞
〉

青
木
賞
岩
石
敏
子
（
筑
紫
野
市
）

中
西
宜
天
野
玲
子
（
宗
像
市
）

1
1
1賞
高
屋
淳
子
（
福
岡
市
）

江
口
賞
竹
内
敬
子
（
直
方
市
）

大
野
賞
諸
冨
郁
（
久
留
米
市
）

〈
互
選
賞
〉

宗
像
大
社
歌
会
会
長
賞
磯
部
静
江
（
宗
像
市
）

宗
像
大
社
氏
子
会
会
長
賞
高
木
智
子

（
宗
像
郡
福
間
町
）

宗
像
市
教
育
委
員
会
賞
石
松
壽
子
（
宗
像
市
）

毎
日
新
皿
互
選
賞

宮
原
ま
す
み
（
福
岡
市
）

十
月
十
一
日
（
土
）
福
岡
市
南
区
で

開
催
さ
れ
た
福
岡
市
総
合
短
歌
大
会

（
選
者
一0
人
の
九
州
で
も
権
威
あ

る
大
会
）
で
、
当
大
社
歌
会
幹
事
の

藤
井
浩
子
さ
ん
が
福
岡
市
歌
人
会
賞

の
栄
誉
に
輝
い
た
。
昨
年
初
め
て
同

大
会
で
入
選
し
、
今
年
歌
人
会
賞
の

受
賞
と
な
っ
た
。

藤
井
さ
ん
は
昭
和
六
年
、
樺
太
（
現

1
1

ロ
シ
ア
）
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、

現
在
七
十
二
歳
に
な
ら
れ
る
。
一
男

―
女
に
恵
ま
れ
現
在
は
ご
主
人
と
悠

悠
自
適
の
暮
ら
し
を
送
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
到
る
ま
で
、
f
J
主
人
の
仕

事
の
関
係
上
、
全
国
中
を
引
越
し
さ

れ
、
昭
和
五
十
八
年
に
宗
像
の
風
光

井
口
容
子
（
春
日
市
）
石
松
弘
次
（
宗
像
市
）
北

照
（
古
賀
市
）
吉
田
ま
す
み
（
宗
像
市
）
浜
口
秋
雄

（
中
間
市
）
山
さ
が
（
北
九
州
市
）
佐
々
木
和
彦
（
宗

像
郡
津
屋
崎
町
）
野
口
幸
三
（
宗
像
郡
福
間
町
）

池
浦
千
鶴
子
（
宗
像
郡
福
間
町
）
鬼
塚
冨
由
子
（
遠

賀
郡
水
巻
町
）

明
媚
な
と
こ
ろ
に
惹
か
れ
、
十
九
回
目
の

引
越
し
で
よ
う
や
く
根
を
下
ろ
さ
れ
た
。

歌
は
昭
和
五
十
六
年
、
仙
台
に
い

る
頃
に
始
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
な

ど
こ
こ
数
年
め
き
め
き
力
を
つ
け
ら

れ
て
き
て
い
る
。

現
在
は
毎
月
の
当
大
社
歌
会
互
選

会
を
は
じ
め
、
当
大
社
歌
会
に
関
し

て
御
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
の
更
な
る
こ
活
躍
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

禍
岡
歌
人
会
賞
受
賞
歌

お
と
こ
は
ん
、
お
な
こ
は
ん
と
て

書
き
分
け
し

お
手
洗
借
り
大
徳
寺
出
づ

佳
作

田
志
紀
代
子
（
宗
像
市
）

小
方
玲
子
（
宗
像
市
）

中
村
男
（
宗
像
郡
福
間
町
）

佐
々
木
京
子
（
宗
像
郡
津
屋
崎
町
）
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第
三
十
一
回
宗
像
大
社
秋
季
奉
納
盆

栽
展
が
、
十
一
月
八s
士
百
の
五
日

間
に
わ
た
り
本
殿
西
側
の
境
内
で
開
催

さ
れ
た
。

八
日
の
午
前
八
時
か
ら
、
宗
像
大
社

奉
納
盆
栽
会
員
、
担
当
神
職
、
管
理
員

の
手
で
会
場
の
設
営
が
始
め
ら
れ
、
会

場
が
完
成
す
る
と
出
品
盆
栽
を
各
地
区

よ
り
搬
入
。
優
美
な
黒
松
や
五
葉
松
な

ど
の
松
柏
盆
栽
を
は
じ
め
と
し
て
秋
に

ふ
さ
わ
し
い
山
柿
・
紅
葉
・
姫
林
檎
な

盆栽展

ど
の
雑
木
盆
栽
や
小
品
盆
栽
な
ど
が
出

品
さ
れ
、
昨
年
に
も
増
し
て
秀
作
を
集

め
た
開
催
と
な
っ
た
。

こ
の
盆
栽
展
は
、
神
郡
宗
像
の
各
地

区
（
宗
像
市
・
福
間
町
・
津
屋
崎
町
）
の
盆

栽
愛
好
家
が
「
宗
像
大
社
の
御
神
徳
の

発
揚
に
努
め
、
併
せ
て
会
員
相
互
の
親

睦
を
計
り
、
日
本
の
伝
統
と
格
調
高
き

美
を
遺
憾
な
く
表
現
出
来
る
盆
栽
の
普

及
盆
栽
技
術
の
研
鑽
に
励
み
、
盆
栽
発

展
の
一
助
と
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
、

宗
像
大
社
奉
納
盆
栽
会
（
現

在
1
1

石
松
重
敏
会
長
）
を

結
成
し
て
今
日
に
至
る
。

毎
年
春
と
秋
の
年
二
回
盆

栽
展
を
開
催
し
て
お
り
、

秋
は
今
回
で
三
十
一
回
を

迎
え
た
。

会
期
中
は
生
憎
の
雨
に

降
ら
れ
る
事
も
あ
っ
た
が
、

雨
露
に
濡
れ
た
盆
栽
も
日

の
光
を
受
け
る
事
に
よ
り

瑞
々
し
く
映
え
、
朱
塗
り

の
御
本
殿
と
盆
栽
の
秀
麗

な
景
色
に
、
し
ば
し
足
を

止
め
見
入
る
人
々
も
多
か

っ
た
。

麻
郎
（
福
間
町
）

少
林
寺
拳
法
奉
納
演
武
大
会

十
一
月
十
六
日
、
当
大
社
本
殿
横
で

恒
例
の
少
林
寺
拳
法
奉
納
演
武
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。

我
が
国
の
少
林
寺
拳
法
は
、
宗
道
臣

先
生
が
大
陸
で
伝
授
を
受
け
戦
後
広
め

ら
れ
た
も
の
で
、
宗
像
地
区
で
も
各
所
で

教
室
が
開
か
れ
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

演
武
大
会
は
、
少
林
寺
拳
法
宗
像
市

連
合
会
の
主
管
で
開
催
さ
れ
、
拳
士
集

合
神
前
に
一
礼
の
後
、
拳
法
独
自
の
鎮

魂
の
儀
式
が
あ
り
演
武
が
始
め
ら
れ
、

指
導
者
・
社
会
人
の
部
、
福
教
大
拳
法

第
三
十
回
宗
像
本
因
坊
戦

宗
像
本
因
坊
に
幅
永
雅
道
氏

十
一
月
九
旦
旦
棗
累
因
掠
戦
（
五
・

六
段
者
）
、
宗
像
大
社
奉
納
囲
碁
大
会
（
初

段
S

五
段
が
当
大
社
斎
館
・
清
明
殿
で
、

約
二
三
0
人
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

囲
碁
大
会
は
初
段
ー
五
段
ま
で
を
六

人
一
組
に
別
け
、
各
組
ご
と
に
優
勝
者

を
決
め
た
。
今
年
は
三
十
四
組
―
1
0四

人
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

宗
像
本
因
坊
戦
は
五
、
六
段
の
高
段
者

で
行
わ
れ
、
文
字
通
り
そ
の
年
の
実
力

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
め
る
大
会
で
、
盤

部
、
少
年
の
部
と
三
者
に
分
か
れ
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。
指
導
者
の
演
武
に
は
、

技
法
の
成
熟
が
伺
わ
れ
福
教
大
生
の
そ

れ
に
は
若
々
し
く
力
濯
る
姿
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
拳
法
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝

え
る
も
の
が
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
何
よ
り
声
援
が
上
が
っ
た

の
は
チ
ビ
ッ
子
拳
士
に
よ
る
組
演
武
で

あ
っ
た
。
技
量
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
あ

る
が
何
と
か
相
手
を
組
み
伏
せ
よ
う
と

す
る
姿
に
親
御
さ
ん
等
か
ら
盛
ん
に
歓

声
が
こ
だ
ま
し
た
。

徳
房
（
宗
像
市
）

側
に
集
ま
っ
た
観
戦
者
は
固
唾
を
飲
ん

で
勝
負
の
行
方
を
見
守
っ
た
。
熱
戦
の

末
、
今
年
の
宗
像
本
因
坊
に
は
津
屋
崎

町
の
福
永
雅
道
氏
に
輝
い
た
。

成
績
は
次
の
通
り

宗
像
本
因
坊

福
永
雅
道
（
津
屋
崎
町
）

準
優
勝

石
田

三
位向

井

宗像本因坊戦 少林寺拳法
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ご挨拶される西高辻副庁長

じ
ん
ぐ
う
た
い
ま

新
年
に
頒
布
す
る
「
神
宮
大
麻
」
と
「
宗

し
ん
ぷ

像
大
社
神
符
」
頒
布
始
祭
が
、
十
一
月

二
十
日
午
前
十
一
時
当
大
社
祈
願
殿
で

斎
行
さ
れ
た
。

当
日
は
西
高
辻
信
良
福
岡
県
神
社
庁

副
庁
長
（
太
宰
府
天
満
宮
宮
司
）
、
中
村

侃
同
宗
像
支
部
長
（
摩
利
支
神
社
宮
司
）

を
は
じ
め
、
宗
像
市
・
郡
内
の
神
職
・
総

代
約
二
百
名
が
参
列
し
た
。

斎
主
は
阿
部
信
同
副
支
部
長
（
宮
地

嶽
神
社
禰
宜
）
が
奉
仕
し
、
「
神
宮
大
麻
」

-
1
拒
出
l
q
·

r
·
·
C
働
人
・
c
.
‘

鯰
J
神
・
・
-
'
`
i
'

«
I
→
9
リ.. 
‘
，
.
-
こ

-
^
*
《
•
ビ
た9
9
』
:
V
`
'
·ぇ
＇
｀
t

．
＊
葛
暑
i
`
·
-
`

は
沖
宗
利
宗
像
支
部
総
代
会
長
に
、
「
宗

像
大
社
神
符
」
は
安
部
照
生
宗
像
大
社

氏
子
会
会
長
に
手
渡
さ
れ
た
。

祭
典
後
は
清
明
殿
で
式
典
が
行
わ
れ
、

国
歌
斉
唱
、
神
宮
並
び
に
皇
居
遥
拝
、

敬
神
生
活
の
綱
領
唱
和
、
引
き
続
い
て
、

永
年
に
亘
り
神
社
界
に
寄
与
さ
れ
た
神

社
功
労
者
が
表
彰
さ
れ
た
。

平
成
十
六
年
の
新
し
い
年
を
迎
え
る

氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
様
方
に
は
、
真
新

し
く
清
浄
な
「
神
宮
大
麻
」
「
宗
像
大
社

神
符
」
を
神
棚
に
奉
斎
さ
れ
、
清
々
し

い
気
持
ち
で
お
迎
え
下
さ
い
。

表
彰
を
受
け
た
神
社
功
労
者
は
次
の
通

り
（
敬
称
略
）

宗
像
大
社
氏
子
評
議
委
員

神
宮
大
麻
と
は

皇
室
の
御
祖
先
神
で
あ
る
「
天
照
大
神
」
を
お
祀
り
申
し
上
げ
、
我
が
国
最
羹
の

社
で
あ
る
「
神
宮
（
伊
勢
神
宮
）
」
の
お
札
。

じ
ん
ぐ
う
た
、
よ
お
は
ら
い
お
は
ら
い
た
い
ま

現
在
は
「
神
宮
大
麻
」
が
正
式
名
称
だ
が
、
か
つ
て
は
「
御
祓
さ
ん
」
「
御
祓
大
麻
」

ぉ

と
称
さ
れ
、
中
世
に
神
宮
の
御
神
徳
を
拡
げ
る
た
め
「
御
師
」
と
呼
ば
れ
る
神
宮
の

神
職
に
よ
っ
て
、
日
本
全
国
津
々
浦
々
ま
で
頒
布
さ
れ
た
。

近
代
、
明
治
天
皇
の
思
召
し
に
よ
り
、
明
治
五
年
か
ら
「
御
師
」
に
代
わ
り
「
神

宮
司
庁
」
が
全
国
に
頒
布
。
名
称
も
「
神
宮
大
麻
」
と
改
称
し
て
、
皇
大
神
宮
（
伊
勢

の
神
宮
）
の
大
神
璽
と
し
て
各
戸
に
頒
布
さ
れ
た
。

「
神
宮
司
庁
」
内
に
は
「
大
麻
課
」
が
置
か
れ
、
「
神
社
本
庁
（
東
京
都
渋
谷
区
）
j
に

頒
布
の
一
切
が
委
託
さ
れ
、
全
国
各
県
の
神
社
庁
を
経
由
し
て
、
神
職
・
氏
子
総

代
の
奉
仕
と
努
力
で
各
戸
に
頒
布
さ
れ
て
い
る
。

元
来
『
正
直
j
「
清
浄
』
を
旨
と
す
る
日
本
人
は
、
年
の
瀬
に
真
新
し
い
「
神
宮
大

麻
」
を
受
け
、
家
庭
の
神
棚
に
奉
斎
し
、
清
々
し
い
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
、
家

門
の
弥
栄
を
祈
っ
て
き
た
。

神
宮
大
麻
・
宗
像
大
社
神
符

頒
布
始
祭

新しい神宮大麻を受け取る沖宗利会長

藤
田
藤
雄
天
島
村
）

宗
像
大
社
氏
子
評
議
委
員

奥
村
保
夫
（
福
間
町
）

須
賀
神
社
総
代

西
山
功
（
宗
像
市
）

宮
地
嶽
神
社
禰
宜

浄
見
譲
（
津
屋
崎
町
）

宗
像
大
社
権
禰
宜

渡
追
秀
丸
（
宗
像
市
）

除
夜
祭
・
大
祓
神
事
の
御
案
内

年
の
瀬
を
迎
え
、
皆
様
に
は
御
多
一
方
は
、
大
祓
神
事
当
日
ま
で
に
『
人

忙
の
御
事
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。
一
形
j
（
男

1
1
白
、
女
1
1
赤
）
に
息
を
吹

今
年
一
年
を
締
め
括
る
「
大
祓
神
｛
き
か
け
、
御
家
族
の
名
前
・
住
所
・
年

事
」
「
除
夜
祭
」
が
近
付
い
て
参
り
ま
｛
齢
を
、
「
車
型
j
に
は
ナ
ン
バ
ー
を

し
た
。
一
御
記
入
の
上
、
当
大
社
ま
で
御
返

こ
の
大
祓
神
事
は
「
年
越
の
大
祓
」
＿
送
く
だ
さ
い
。

と
称
し
、
夏
（
七
月
三
十
一
日
）
に
行
一

わ
れ
た
「
夏
越
の
大
祓
」
以
後
半
年
間
一

の
『
罪
』
・
「
臓
れ
』
を
祓
い
清
め
、
清
々
｛

し
い
心
身
で
新
年
を
迎
え
て
い
た
だ
一

く
た
め
の
神
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一

大
祓
神
事
に
引
き
続
き
行
わ
れ
る
一

除
夜
祭
は
、
こ
の
一
年
に
当
大
社
で
一

行
わ
れ
て
き
た
何
百
回
と
い
う
祭
典
一

の
中
で
も
最
後
に
位
置
す
る
祭
典
で
、
一

こ
の
祭
典
が
終
る
と
、
元
旦
午
前
零
一

時
ま
で
神
門
は
閉
じ
ら
れ
ま
す
。
一

日
時
十
二
月
三
十
一
日
午
後
三
時S{

場
所
神
門
前

尚
、
遠
方
ま
た
は
参
列
出
来
な
い
一

除夜祭・大祓神事の様子
祝詞を奏上する阿部副支部長
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厄
年
と
は
人
生
の
節
目
で
あ
る
と
と

も
に
、
一
生
の
う
ち
で
災
い
・
災
難
と

い
っ
た
『
厄
』
に
あ
う
お
そ
れ
が
多
い

た
め
、
忌
み
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
い

う
年
で
す
。

特
に
男
性
の
四
十
二
歳
、
女
性
の
三

士
二
歳
は
『
大
厄
』
と
さ
れ
、
そ
の
前
後

の
年
も
『
前
厄
・
後
厄
』
と
い
っ
て
、
最

も
慎
み
忌
む
べ
き
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
々
日
本
人
の
永
年
の
生
活
習
慣
か

ら
発
生
し
た
、
我
が
国
独
自
の
慣
習
で

厄
年
と
は

あ
り
ま
す
が
、
厄
年
を
迎
え
る
と
我
々

の
先
祖
は
神
社
に
足
を
運
び
、
お
祓
い

を
う
け
避
け
て
き
ま
し
た
。
神
社
で
お

祓
い
を
う
け
、
こ
の
一
年
を
清
々
し
い

気
持
ち
で
お
過
こ
し
く
だ
さ
い
。

は
っ
ぽ
う
ふ
さ

八
方
塞
が
り

陰
陽
道
で
ど
の
方
向
に
向
か
っ
て

事
を
し
て
も
、
不
吉
の
結
果
を
生
ず

る
年
齢
。
転
居
、
結
婚
、
新
し
く
事

を
は
じ
め
る
方
は
要
注
意
。

あ
ん
け
ん
さ
つ

暗
剣
殺来

年
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊悶宗像大社初詣 交通規制のお知らせ

1 期間
●平成15年12月 31 日

午後9時から

平成16年 1 月 1 日

午後9時まで

●平成16年 1 月 2日～ 1 月4日

午前9時から午後7時まで

※交通状況により、規制時間を変更することがあります。

一国開ロー
12月31 日

1 月 1 日

1 月 2日

1 月3日

15: 00 

引き続き

7: 00 
9: 00 

引き続き
// 

// 

9: 00 
// 

式
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭

宮

主
主
日
日

三

祓
夜
地
旦
地
宮
第
二
三

社
宮
[
-
年
年

大
除
総
元
高
高
第
新
新

宗像大社の初詣期間中、
交通の安全と円滑を図
るため、臨時交通規制
を実施します。みなさ
んのご協力をお願いし
ます。

＊一 宗像大社順路

[C[] 一方通行

[Oロ 歩行者用道路

゜
車両進入禁止

口 交通信号機

一
駐車場

至津屋崎

※主要地点から宗像大社までの距離
＊東郷橋交差点から 4.1km 
＊日の里北口交差点から 4.1km 
＊神湊交差点から 2.0km 
＊瀬戸交差点から 3.3km 

●飲酒運転を追放しよう●交差点の交通マナーを高めよう●シートベルトとチャイルドシートの漕用を撤底しよう●若者、高齢者の交通事故を防止しよう

宗像警察署 TEL0940-36-0110 宗像大社 TEL0940-62-1311 
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曲

大
和
美
由
紀

台
風
の
風
つ
よ
ま
り
し
放
生
会
絵
馬
堂
の
絵
馬
仕
舞
は
れ
て
ゆ
く

（
評
）
台
風
の
風
に
煽
れ
て
絵
馬
が
バ
タ
バ
タ
と
嗚
る
音
が
聞
え
て
き
そ
う
だ
。
作
者
の
物
を
見

る
目
が
効
い
た
作
品
。

大
井
木
原
ふ
さ
子

幼
児
の
指
さ
す
昼
の
半
月
に
ま
だ
気
付
か
ず
に
を
り
母
親
は

（
評
）
目
が
効
く
と
言
え
ば
、
こ
の
作
品
は
純
真
な
幼
の
目
が
見
付
け
た
昼
の
半
月
。
子
育
て
疲

れ
な
の
か
ま
だ
気
つ
か
ず
に
い
る
母
親
を
詠
い
一
枚
の
童
画
風
で
あ
る
。

福
間
中
村
勇

車
窓
よ
り
見
る
故
郷
の
峡
深
く
宮
の
銀
杏
の
黄
葉
か
が
や
く

（
評
）
故
郷
は
遠
く
て
も
近
く
て
も
懐
し
い
も
の
で
あ
る
。
産
土
神
と
あ
れ
ば
尚
更
で
あ
る
。

「
も
み
ぢ
か
が
や
く
」
が
印
象
深
い
。玲

子

ケ
ー
タ
イ
を
互
み
に
持
ち
て
知
ら
せ
合
う
七
十
過
ぎ
た
る
我
ら
夫
婦
も

（
評
）
あ
り
の
ま
ま
を
詠
い
好
感
が
持
て
る
反
面
、
全
部
言
い
切
っ
て
余
情
に
乏
し
い
の
が
惜
し

日
の
里

大
杉
田
鵬
子

御
神
幸
終
へ
て
も
ど
り
し
船
団
の
旗
が
タ
ベ
の
港
い
ろ
ど
る

（
評
）
海
上
パ
レ
ー
ド
の
余
韻
が
の
こ
る
港
。
大
漁
旗
は
ま
だ
風
に
は
た
め
い
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
四
、
五
句
の
緊
っ
た
調
べ
が
い
い
。

島

天
野

第
五
0
八
回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草l
,

大
野
展
男
選
毎
月
誌
日
メ
切
臀

池
田
森
龍
子

野
良
を
打
つ
人
の
か
た
は
ら
登
り
ゆ
く
手
打
ち
莉
麦
と
の
織
目
印
に

（
評
）
野
良
仕
事
に
励
む
人
に
い
さ
さ
か
の
引
け
目
が
あ
り
な
が
ら
商
麦
の
味
に
は
勝
て
ぬ
作

者
。
「
織
目
印
に
」
が
い
い
。

栄
螺
焼
く
煉
あ
か
あ
か
と
熾
り
ゐ
て
来
島
海
峡
び
る
の
月
浮
く

お
も
か
じ

来
島
淘
峡
す
ぎ
ゆ
く
船
を
ゆ
か
し
む
と
渡
船
は
大
き
く
面
舵
を
切
る

来
島
海
峡

選

者

詠

野
森
つ
る
の

陶
芸
に
趣
昧
持
つ
嫁
が
作
り
た
る
見
馴
れ
ぬ
形
の
食
器
増
え
た
り

（
評
）
嫁
の
趣
味
を
肯
定
し
つ
つ
も
、
分
厚
く
重
い
食
器
が
増
え
て
ゆ
く
こ
と
に
少
々
迷
惑
し

て
い
る
作
者
の
心
梢
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。
結
句
は
「
増
え
ゆ
く
」
と
現
在
進
行
形
に
し
た

鏑
崎
安
永
久
子

効
目
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
娘
の
く
れ
し
磁
気
ネ
ッ
ク
レ
ス
身
に
つ
け
お
れ
ば

（
評
）
氾
濫
す
る
健
康
グ
ッ
ズ
、
ど
れ
だ
け
効
く
の
か
疑
い
な
が
ら
も
作
者
は
、
娘
の
呉
れ
た
も

の
を
信
じ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ペ
ー
ソ
ス
と
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
一
首
で
あ
る
。

上
八
里
心
紀
代
子

干
し
終
え
し
畳
を
踏
め
ば
夏
の
陽
の
温
み
伝
い
来
わ
が
足
裏
に

（
評
）
夏
の
閣
な
ら
「
熱
伝
い
来
」
。
「
温
み
伝
い
来
」
な
ら
秋
の
陽
が
ふ
さ
わ
し
い
気
が
す
る

が
、
そ
こ
は
私
と
作
者
の
感
此
の
相
述
で
こ
だ
わ
る
事
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
盈
干
し
に
こ
こ

ろ
良
く
疲
れ
た
作
者
が
見
え
る
。

河
村
久
光

ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
独
り
楽
し
む
男
お
り
小
虫
飛
び
い
る
軍
灯
の
下
に

（
評
）
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
と
男
と
の
結
び
付
き
が
今
―
つ
判
ら
な
い
が
、
下
句
に
は
ゲ
ー
ム
に
熱
中

す
る
男
に
ふ
さ
わ
し
い
雰
囲
気
が
あ
る
。

坐
り
ゐ
し
人
立
ち
ゆ
け
ば
人
の
来
て
ま
た
坐
る
な
り
浜
の
流
木

ふ
な
べ
り

ゆ
き
な
づ
舷
う
ち
て
び
び
き
あ
ぐ
旧
十
七
日
の
潮
の
流
れ
は

光 田

岡

光
岡
井
上
嘉
治

豊
の
看
護
婦
手
折
る
枯
ピ

こ
を
ろ
ぎ
の
か
す
か
に
松
桜
ゆ
ら
し
け
り

潮
の
香
を
乗
せ
て
跳
ね
橋
潜
る
船

日
の
里
花
田
い
つ
枝

今
日
の
月
忍
び
返
し
の
透
け
ゐ
た
り

東
郷
宗
風
社
俳
句
会

吉
武
湧
泉

従
軍
記
思
出
綴
る
秋
灯

吉
田
杏
子

追
は
れ
つ
つ
追
び
つ
つ
舞
び
来
し
夏
の
蝶

三
浦
美
千
代

土
用
波
峨
の
祠
の
見
え
隠
れ

田
中
雨
葉

コ
ス
モ
ス
の
影
定
ま
ら
ず
ゼ
ッ
ト
音

木
原
房
子

台
風
の
予
波
に
吹
か
れ
つ
大
根
蒔
く

文
化
・
芸
術
の
秋

墨
」
箪a
も
終
ろ
う
と
し

て
し
ま
す
。
菊
花
展
に
代
表
さ
れ
る
様
々
な
神

賑
行
事
が
、
紙
面
の
通
リ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
の
短
歌
大
会
で
の
ひ
と
コ
マ
で
す
烹
四

年
ハ
十
ハ
歳
。
永
年
農
業
の
合
間
に
歌
を
作
リ

続
け
る
と
と
も
に
、
当
大
社
を
篤
く
崇
敬
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
お
孫
さ
ん
（
勿
論
私
よ
リ
年
上

で
す
）
は
当
大
社
の
巫
女
も
務
め
ら
れ
、
現
在

は
＝
児
の
母
で
す
ア
そ
ん
な
お
婆
ち
ゃ
ん
ほ
即
々

か
ら
痛
め
て
い
た
足
が
悪
化
し
た
た
め
、
歌
会

互
選
会
も
退
会
さ
れ
、
大
会
参
加
も
今
回
か
景

後
と
引
退
を
宣
言
さ
れ
て
、
臨
ん
だ
当
日
…
。

「
お
神
様
」
は
み
て
い
ま
し
た
。

神
苑
に
照
リ
初
む
醐
日
の
か
が
や
き
に

白
衣
の
巫
女
の
姿
浮
き
立
つ

特
別
賞
と
い
う
有
終
の
美
を
飾
ら
れ
、
表
彰
式

で
の
笑
顔
が
特
に
印
象
的
で
し
た
。

(
M
·
O
)

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
四
八
―
―
-
)
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